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令和６年度 第 5 回 六ヶ所村地域公共交通活性化協議会 議事概要 

 

第１．日時及び場所 

日時：令和 7年 3月 13日（木） 14時～15時 00分 

場所：文化交流プラザスワニー 会議室 

 

第２．出席者 

<出席委員> 

17名（うち代理出席 5名） 

千田昇会長、橋本晋委員、杉山毅委員、佐藤美仁委員、池田守委員（代理：須藤井

健）、小泉國雄委員、相内嬢二委員、山村雅文委員（代理：村川信明）、種市治雄委

員（代理：戸田幸光）、橋本のり子委員、及川次夫委員、佐々木拓真委員、中岫賢悟

委員、澤田拓也委員（荒町勉）、大橋忠弘委員、高木啓之委員、角田信士委員（代理

松村忠佳） 

<事務局> 

政策推進課 吉岡課長、小泉 GM、高村主査、石井主査、中岫主事 

 

第３．次第 

１ 開 会 

２ 会長挨拶 

３ 案 件 

（１）住民説明会及び住民意見聴取の結果について 

（２）六ヶ所村地域公共交通計画（案）について 

（３）六ヶ所村地域公共交通計画（案）の答申について 

（４）令和６年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金 

  （地域公共交通調査事業）補助対象事業完了実績報告書について 

４ その他 

５ 閉 会 

 

第４．委員会の内容 

１． 次第２ 会長挨拶 

令和６年度第５回六ヶ所村地域公共交通活性化協議会の開催に当たり、ご挨拶

申し上げます。 

本日は、ご多忙の中、ご出席を賜りありがとうございます。 

前回の協議会では、村の目指すべき公共交通の将来像や基本指針や基本目標、

これらを達成するための具体的な施策を議論した上で、計画の素案をご承認いた
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だきました。素案につきましてはホームページで公開の上、１月１７日から２月

７日を期限として、住民の皆様からも意見を募集したほか、２月７日に計画の内

容や考え方などを周知するための住民説明会を開催いたしました。 

本日の協議会では、住民説明会の結果や提出された住民意見を踏まえ、当協議

会としての計画案を決定したいと考えております。 

なお本日の会議をもちまして、今年度予定されている協議会は全日程が終了い

たします。委員皆様のご協力のもと、５回にあたる協議会を計画通り運営できま

したことについて、この場をお借りして深く感謝申し上げます。 

今年最後の会議となりますが、委員の皆様には引き続き忌憚のないご意見をお

願いしまして、挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

２． 次第３ 案件（１）住民説明会及び住民意見聴取の結果について 

（事務局） 

案件（１）説明 【資料１-1、1-2参照】 

 

３． 次第３ 案件（２）六ヶ所村地域公共交通計画（案）について 

（事務局） 

案件（２）説明 【資料 2-1、2-2参照】 

 

（千田昇会長） 

   住民意見聴取を経て素案を計画案とすることとなるが、異議ないか。 

（全委員） 

異議なし。 

（千田昇会長） 

   それでは、原案のとおり承認させていただく。 

 

４． 次第３ 案件（３）六ヶ所村地域公共交通計画（案）の答申について 

（事務局） 

案件（３）説明 【当日配布資料参照】 

 

（千田昇会長） 

答申してよろしいか。 

（全委員） 

異議なし。 

（千田昇会長） 

それでは、原案のとおり承認させていただく。 

後ほど、私から村長へ答申させていただきたい。 
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５． 次第３ 案件（４）令和６年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金  

（地域公共交通調査事業）補助対象事業完了実績報告書について 

（事務局） 

案件（４）説明 【資料３参照】 

 

（小泉國雄委員） 

補助金対象経費について、全体の金額と補助金額の根拠を共有いただきたい。 

→（事務局）補助対象経費の 1/4の額と認識している。 

 

（小泉國雄委員） 

誰の認識であるかを確認させていただきたい。また 1,000万円とした根拠を確

認させていただきたい。 

→（事務局）経費の算出値はプロポーザルを実施した際、業務の仕様を精査し

た上で算出した予算額である。 

 

（小泉國雄委員） 

承知した。受給した 250万円という額面は、費用対効果に見合っていない認識

を持っている。今後補助金を申請するようなケースでは、受給する根拠を事前に

示し協議させていただく機会を設けていただきたい。 

→（事務局）計画の作業量を色々な事業者から見積もりをいただき、プロポー

ザルで選定した結果、株式会社ケー・シー・エスと契約し、その

額面が約 1,000万円であった。ただしその資金は村単独の税金で

全額賄うというものではなく、可能な限り補助事業を活用するこ

とで軽減させたものである。額面としては少ないというご指摘が

あったが、このような補助金受給の積み上げにより事業が出来る

という認識を持っている。ご理解いただきたい。 

 

（小泉國雄委員） 

承知した。今までの経験則に基づいて金額を事前に提示いただきたい。 

 

６． 次第４ その他 

（事務局） 

来年度は 2回から 3回の開催を予定している。主な案件としては村営バス再編

と高校への通学路線の設定が想定される。役場内で庁内検討会を立ち上げた後、

本協議会にお諮りする流れとなる。 

 

以上 


